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近傍銀河の星形成活動と銀河形態に強い相関があることから、銀河形態が星形成活動に影響する可能性が議論
されているが、その真の役割を観測的には明らかにできていない。これを明らかにするためには、様々な銀河形
態、星形成活動にある銀河について、内部の物理状態がどう変化しているのかを詳細に調べる必要がある。
そこで本研究では、4000天体近くの近傍銀河を可視面分光観測したMaNGAデータを用いて、銀河内部の物理

状態を調べた。ここで、銀河形態は目視と機械学習により決定された銀河形態カタログに基づいて分類し、様々
な銀河形態、星形成活動にある銀河についてその活動分布を比較した。結果として、銀河形態は異なるが星質量
や星形成率が等しいサンプルの比較により、円盤の卓越した銀河よりもバルジの卓越した銀河はより中心に集中
した星形成活動をもつことを明らかにした。また、銀河全体の星形成活動の増減に伴う活動分布の変化も形態に
よって異なり、円盤の卓越した銀河の方がより中心部での星形成活動の変化量が大きい傾向にあることがわかっ
た。これら結果は、星形成の材料となる分子ガスの分布が形態に依存していること、また、銀河全体の星形成活動
が変化するメカニズムも銀河形態と関係している可能性を示唆している。本講演ではこれら結果をふまえて、銀
河形態と星形成活動の関係について議論する。


